
4 月 4

町政日誌!

3白 老人クラブ会長会 i 
出海地区所得申告受

付

1 5日 櫛生地区所得申告受;
付 i

民生委員四月定例会 i
E 保育所長および主任

保母会

選挙管理委員会 i 
i 6日 各保育所入所式 i 
! 8日 喜多灘地区所得+申告 i

受付 i 

g日 長浜中学校入学式
1 10日 心配ごと相談所開設;
10日-11日
白滝地区所得申告受

付 i
11日 工場誘致部会
港湾関係、会議

同和地区住宅検査

12日 須沢地区所得申告受
付

黒田地区所得申告受

付 i

豊茂地区共同保健計

商事後指導打合会

15日 中小企業融資審査会
18日-20日
長浜地区所得申告受

付

19日続中特別委員会 内
初日 心配ごと相談所開設1、
22日 婦人民生児童委員研 γ
修会
町営住宅入居者選考

主主員会

23日 豊茂地区衛生スクー
リング開講式

長浜テレビ中継放送

所竣工式

フエリー株式会社設

立発起人会

; 25日 乾しいたけ共進会
統合中学体育館入札

26日 分ァ一回保陸衛生連絡 i 
会 i

28日 長浜町母子福祉総会 i
日ノi甫〔今坊〕農道
竣工式

統合中学校舎一般公

開

29日 豊茂支館落成式
30日 桑園集団産地育成事
業竣工検査

第140号

4月の人口動態
男 7，274 出生 12
女 8，101 死亡 10
言十 15，375 
世帯数 3，953

(末日現在〕
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門
三
等
賞
凶

蔵
田
敏
雄
、
山
本
啓
二
郎
、
宮
本
数
美

徳
田
平
八
郎
、
岡
本
美
観
、
玉
川
政
重

西
村
勉
、
谷
本
満
、
久
保
弘
、

水
本
治
年
、
谷
本
武
義
、
宇
都
宮
吉
幸

鈴
木
光
男
、
藤
田
続
雄
、
下
回
安
子
、

鎌
田
タ
ツ
子
、
中
島
亀
延
、
竹
内
明
登

西
田
童
、
菊
地
徹
、
菊
地
竹
男
、

菊
地
吉
太
郎
、
山
本
正
、
西
山
基

東
伊
佐
男
、
大
成
宣
功
、
徳
山
広
見
、

繍
野
孝
行
、
加
納
勝
利
、
村
上
輿
一

去
る
四
月
二
十
五
日
、
芳
二
日
乾
し
い
た
け
共
進
会
が
、
森
林
組
合
を

会
場
に
町
と
森
林
組
合
の
共
催
で
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。

討
の
決
め
ら
た
に

追

105.000 
103，000 

97.000 

百
十
七
年
度

ま

た彰のあのれ中古総後 呈浜しつ般生示 なしを量にのまそ導の植や組ら十て物かうた
。さ方り表たか六出かましのいめ参産会当りい誇愛現給しそ入本校種合町九、証言わ下木こ
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し表きごが者ばの数、ごいたを長、がーは展たとれー産こそきをなど新金林か三し長要が進

を九含主

た分は
どの、

るーか
現のつ
在生て
、産盛
こ j威ん
れとだ
にいっ

長全愛白
浜国媛村
田1 縫県，首
長茸森品
賞晋林
及組

一岡会鎌合
宮本寒国連

F気 工コ

泰亀 数会
忠格 雄長
" " r-，貝
白白白
滝滝滝
にノ 、J 、J

宮本幹之進氏

行政の菅↑費や相談はこの人{こ・

四
十
六
~
ヰ
安

また

11111111 

11111111 

長浜甲662番地の 1

電話200番

四
十
五
年
摩

昭
和
四
十
三
年
度
戦
没
者
追
悼
式
は

去
る
五
月
二
日
、
長
浜
町
体
育
館
で
、

六
百
三
十
六
柱
を
招
魂
し
て
、
し
め
や

か
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

と
の
追
悼
式
に
は
県
知
事
(
代
理
)

ら
来
賓
多
数
が
参
列
さ
れ
、
英
霊
に
追

悼
の
こ
と
ば
を
さ
さ
げ
る
と
と
も
に
、

戦
没
者
の
考
や
子
の
代
表
が
、
亡
き
夫

や
父
一
を
偲
ん
で
報
告
に
あ
が
る
と
、
参

集
さ
れ
た
遺
族
た
ち
は
、
今
は
亡
き
英

霊
の
あ
り
し
日
か
回
顧
さ
れ
て
か
、
あ

ふ
れ
る
あ
ら
た
な
一
授
に
日
が
し
ら
を
お

さ
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
町
長
か
ら
激
励
の
こ
と

ば
が
あ
り
‘
遺
族
た
ち
は
、
い
ま
の
平

一
和
を
大
切
に
、
あ
す
か
ら
の
生
き
る
よ

一
ろ
と
ひ
を
新
た
に
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(
追
悼
の
と
と
ば
に
あ
り
し
目
の
英
霊
一

を

し

の

ぶ

遺

族

)

一

83、000

四
十
四
年
者

田一一_.

今後(})較しいたl十生産量

例。。

門
努
力
賞
〕

松
田
勝
、
大
野
快
真
、
後
藤
保
夫
、

奥
野
義
矩
、
菊
地
千
代
子
、
平
井
寅
造

渡
辺
恭
一
、
大
成
量
功
、
山
本
豆
、

増
田
虎
義
、
東
繁
栄
、
水
口
健
、

東
福
栄
、
富
岡
進
、
松
田
士
口
幸

二第2関長誤興工乾Lいたり
共進会ひらく

行政相談委員

仁二コ予想董

担
感

~d:. 

住所

七三

な
お
、
町
産
業
課
の
は
な
し
で
は
、

今
年
度
生
産
量
は
約
六
万
キ
ロ
(
約
一

億
二
千
万
円
)
に
、
昭
和
四
十
七
年
に

は
十
万
五
千
キ
ロ
に
は
伸
び
る
だ
ろ
ラ

と
確
信
あ
る
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
あ
る
技
術
指
導
員
は

。
東
京
な
ど
の
都
会
の
食
卓
で
は
、
ま
一
地
あ
る
産
業
と
し
て
伸
び
る
で
し
ょ

だ
ま
だ
ロ
に
入
ら
な
い
、
こ
こ
当
分
余
一
ラ
グ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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特賞を受げる〔右から)鎌田数雄、岡本亀格、一宮泰忠の三氏

人

一

同

判

(
つ
ら
か
っ
た
兎
道
も
、
こ
ん

に
な
っ
た
日
ノ
浦
農
道
)

11 

(毎月 l回発行〕

国
同
ノ
滞

選

る円一

急
勾
配
の
兎
道
の
み
で
下
一
院
を
ぎ
わ
一
地
区
内
の
耕
作
道
は
巾

め
て
い
た
日
ノ
浦
(
今
妨
)
地
区
に
、
二
P

米
程
度
の
急
勾
配
の

か
ね
て
よ
り
工
事
中
の
農
道
が
、
こ
の
一
兎
道
が
あ
る
の
み
で
、

ほ
ど
完
工
し
、
四
月
二
十
八
日
、
来
賓
一
交
通
運
搬
と
し
て
は
、

ら
多
数
が
出
席
し
、
攻
工
の
祝
賀
会
が
一
人
一
一
周
に
よ
る
ほ
か
な
式

お

こ

な

わ

れ

ま

し

た

。

一

過

重

労

働

を

オ

わ

め

て

こ
の
農
道
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
一
い
た
現
状
で
し
た
。
し

着
工
し
た
J

も
の
で
、
延
長
、
一
、
一
一
一
八
一
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

三
米
、
巾
、
一
ニ
米
で
、
総
工
費
一
、
三
一
受
益
面
積
一
二
8

八
へ

五

O
万
円
を
か
け
て
で
を
あ
が
っ
た
も
一
ク
タ
ー
ル
に
対
す
る
労

の

で

す

。

一

力

の

節

減

は

も

と

よ

り

と
の
地
区
は
急
傾
斜
耕
地
内
に
あ
っ
一
生
産
の
向
上
農
業
経
宮

て
、
関
係
一
戸
数
二

O
戸
の
部
落
、
地
区
一
の
安
定
と
生
活
の
改
善

の
入
口
ま
で
は
、
す
で
に
県
道
よ
り
分
一
が
、
は
か
れ
る
こ
と
に

岐
し
た
巾
三
米
の
農
道
が
あ
り
ま
す
が
一
な
り
ま
し
た
。

昭和43年5月20日

門
一
世
芝
百
九
〕

一
大
成
淳
、
増
田
成
虎
、
鎌
田
数
雄
、

一
中
野
泰
之
、
水
沼
惟
孝
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清
水
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、
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田
キ
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、
岡
本

一
久
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伊
勢
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一
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仲
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増
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虎
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(毎月 1回発行)昭和43年5月20日

有線放送電話番号簿追加(訂正〉表 5月
【追加】

頁氏名

3 小川良男
4 木下保利
7 高橋和子
8 、友石、 恒
9 西国 武
12 三井宗俊
14 泉田 勇
15 木下慶喜
28 中国重昌
28 二宮功勇

【削除】

4 清 順植 875
17 成田藤衛 68 

陸海空自衛官募集

【資格】 18才--24才の健康な男子
【身分】 国家公務員

【その他】 賞与・年金あり
詳しくは、役場住民課、又は、自衛隊愛媛地方大決1分駐所 (T

E L2.111)へど連絡ください。

業職

飲食庖

イb粧品

名

町
地
町
久
浦
四
瀕

一

干

手

荷

町

部
駒
築
稲
仁
沖
本
惣

主コ
AU寸
J
白
日
u
Z
U
4
l
q
，7
J

F

幸
町

RJVη
乙
円
U
J
O
O
J
O
J
R
U

番

6
5
7
5
8
4
2

地区民の願いに応えて堂々完成

みんなの集いを待つ各室

(写真上)

は
じ
め
て
入
会
し
た
と
き
、
方
一
日

白
は
楽
し
く
で
き
た
が
、
二
日
自
に
な

る
と
家
へ
帰
り
た
く
な
る
。

あ
す
が
土
曜
日
だ
と
い
う
自
に
は
、

5
れ
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
青

島
へ
帰
っ
て
み
る
と
、
い
く
日
の
こ
と

ば
か
り
考
U
え
て
楽
し
く
な
か
っ
た
。

(写真右)l
f
i
f
l
 

t留の
港
原

東
河

52 
99 

v 
菊
地
さ
ん

豊
茂
の
菊
地
啓
(
ひ
ら
く
)
氏
は
、
現

金
一
万
五
千
円
を
香
典
返
し
の
か
わ
り

に
「
豊
茂
支
館
の
運
営
資
金
に
充
当
し

て
ほ
し
い
」
と
長
浜
町
公
民
館
豊
茂
支

館
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

豊
茂
地
区
で
は
館
の
落
成
に
栢
つ
い

で
、
最
近
こ
の
よ
う
な
、
地
域
づ
く
り

に
協
力
さ
れ
る
方
が
多
く
、
今
後
の
公

民
館
活
動
に
明
る
い
陽
ざ
し
を
な
げ
か

け
て
い
ま
す
。

の
窓
γ
ら

年

宮
内

で
も
今
ど
ろ
は
、
青
島
へ
帰
る
と
と

ち
ら
へ
来
た
く
な
る
、
こ
ち
ら
に
い
る

と
青
島
へ
帰
り
た
く
な
る
。

入
舎
し
て
一
ヶ
月
は
早
い
よ
う
な
気

が
す
る
。

最
初
入
会
し
た

こ
ろ
は
、
は
ず
か

し
く
て
勉
強
を
ま

じ
め
に
し
て
い
た

が
、
少
し
な
れ
た

と
ろ
は
騒
が
し
く

て
、
た
び
た
び
し

か
ら
れ
た
の
は
、

よ
く
な
か
っ
た
と

思
ラ
。

内争

愛
美

早
〈
同
室
の
人
た
ち
と
な
れ
た
い
と

来
た
と
き
か
ら
思
っ
て
い
た
が
、
一
週

間
も
し
な
い
う
ち
に
な
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
。二
十
五
日
に
寄
宿
舎
で
作
業
や
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
が
、
ま
た
、
た
び
た
び
こ

ん
な
こ
と
を
し
た
ら
よ
い
と
思
う
。

三

年

山

本

強

ー
告
知
根
、
こ
の
欄
と
有
線
放
送
は
必
ず
控
え
て
利
用
し

月

ま

し

ょ

う

ミ

込
予
定
変
更
の
時
は
有
線
放
送
で
お
し
ら
せ
し

ま
す
。

保

健

衛

生

事

業

計

画

表

徴
収
義
務
者
に
べ
ん
り
な
制
度

7
月
刊
日
の
年

2
回
納
付
に

1
月
刊
日

給
与
、
な
ど
支
給
す
一
っ
て
い
ま
す
が
、
給
与
の
支
給
人
員
が

る
さ
い
に
、
源
泉
徴
収
一
常
時
十
人
未
満
の
場
合
、
「
納
期
の
特

し
た
所
得
税
宮
、

!
J
r
B
ま
で
に
一
例
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

銀

行

、

郵

便

ニ

民

思

「

こ

の

特

例

の

適

用

冷

摂

け

る

之

川

被

収
し
た
所
得
税
は
次
の
よ
う
に
年
二
固

に
ま
と
め
て
納
付
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
支
払
分
の
税
額

。
l
l七
月
十
日
ま
で
に
納
付

七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
支
払
分
の
税

額
|
|
翌
年
一
月
十
日
ま
で
に
納
付
。

今
月
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
編
集
室

だ
よ
り
は
休
み
ま
す
。

1 

丸一

6 
可F
一域内…繁一

方一次結核集団検診(1/ジトグジ検診)

満6才以上全員 (但し、保育所・小中学校・高校の児童生徒
は各施設、学校で行うから、これを除ミーまた冬事業所勤務
の人は保健所から通知があったときにうけてくたさい)

日本脳炎予防接種

満1才以上の希望者

社
会
教
育
の
殿
堂
で
あ
る
公
民
館
、
豊
茂
支
館
が
地
区
民
の
要
望
に
こ
た
え
て
、
四
月

二
十
九
日
、
新
緑
の
中
に
落
成
し
ま
し
た
。

現
在
の
急
激
な
社
会
の
変
動
の
中
で
人
間
関
係
の
改
善
、
人
の
機
能
の
開
発
は
教
育
よ

り
と
、
町
教
育
委
員
会
が
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
公
民
館
の
組
織
改
正
を
は
か
り
、
本
格

的
な
社
会
教
育
に
力
を
そ
そ
ぐ
べ
く
、
集
中
的
に
指
導
者
を
配
置
す
る
な
ど
、
こ
れ
の
推

進
に
あ
た
っ
て
二
年
、
当
町
の
公
民
館
活
動
は
自
主
的
な
活
発
化
を
め
ま
し
は
じ
め
ま
し

た。
そ
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
と
の
豊
茂
地
区
で
も
、
従
来
の
学
校
利
用
と
い
う
限
ら
れ
る

活
動
に
、
ど
う
し
て
も
、
気
が
ね
な
く
み
ん
な
が
集
れ
る
館
が
必
要
だ
と
の
結
論
に
達
し

豊
茂
地
区
民
の
願
い
が
こ
こ
に
実
現
し
た
と
い
え
ま
す
。
こ
の
館
は
、
総
面
積
、
四
六
五

・
六
六

0.側
、
工
費
約
一
千

百
万
円
を
か
け
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。
一
階
に
は
、

い
ず
れ
も
静
か
な
色
調
で
、

事
務
室
、
談
話
室
、
調
理
室

講
議
室
、
図
書
室
な
ど
、
ま

た
、
階
上
は
、
約
二
百
五
十

人
を
収
容
で
き
る
大
集
会
室

と
い
っ
た
公
民
館
と
し
て
の

機
能
が
い
か
さ
れ
た
近
代
的

な
も
の
で
す
。
(
施
行
者
一

宮
建
設

K
K
)

一

浜

校

一

'

'

'

一
長
特
一
仇
リ
p
f

新
校
舎
で
の
授
業
も
は
じ
ま
っ
て
、

な
ぎ
さ
寮
の
寮
生
た
ち
も
、
は
や
一
ヶ

月
を
過
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
寮
に
は
、
現
在
男
女
八
十
一
名

の
生
徒
た
ち
が
、
す
み
な
れ
た
我
家
を

離
れ
て
、
生
れ
て
始
め
て
の
、
寄
精
舎

生
活
を
あ
じ
わ
い
な
が
ら
、
授
業
に
通

っ
て
い
ま
す
。

次
に
紹
介
す
る
作
文
は
、
入
会
一
ヶ

月
を
顧
み
て
の
感
想
の
記
録
で
す
。

.A 

料
金

一
6
月
4
日
午
前
旬
時
」
時
一
引
区
(
明
関
定
市
区
長
宅
よ
こ
)

一

庁

正

午

(

時

一

仁

久

(

黒
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後
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時
1

3
時
一

7
区
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長
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工
作
所
ま
え
)

6
月
5
日
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前
叩
時

1
1長
浜
町
体
育
館
ま
え

伊

豆

午

1
4一
言
(
石
往
卯
市
区
長
宅
ま
え
)

グ

午

後

2
時

1
4一
長
浜
大
橋
た
も
と
(
長
浜
側
〉

月
6
日

一

今

坊

隣

保

館

午
後
1
時
間
叫
分

1
5時
一

月

村

山

日

一

長

浜

町

体

育

館

午
前
叩
時

l
午
後
5
時
一

6
月

日

未

定

一

漁

協

青

島

支

所

6
月
7
日

一

公

民

館

白

滝

支

館

午
後
1
時
J
1
時
刻
分
一

6
月
竹
日
午
後
1
時

1
2時
一
長
浜
町
体
育
舘

6
月

官

午

後

1
時
1
2時
一
長
浜
町
体
育
舘
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|ガン早期発見|

胃集団検診を行います

40才以上の人220人まで

とき 7月22・23・24・25日

ところ 長浜町体育舘

該当者満40才以上の希望者で

つぎのイ、口、ハに該

当しない人

イ、前回検診を受けた人お

よび他の市町村で検診

を受けた人

ロ、切除胃の人

ハ、腹厚30cm以上の人

その他。希望申込者が予定を

超えた場合は抽せんとし

ます

。検診人員は各地区ご

とに割りあてとします

(割りあて人数は後日

回覧で通知〕

申込方法申込書(後日区長を

通し回覧に添付)によ

る希望申し込みとする

との他 くわしいことは後日回

覧でおしらせします。

源泉所得税

納期特例

無初回(2因子事種)300円
追加(1回接種)150円


